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議
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会
に
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す
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質
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し
、
別
紙
答
弁
書
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す
る
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一 

 



 

一
の
2
に
つ
い
て 

一
の
1
及
び
3
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

総
務
庁
と
し
て
は
、
平
成
十
一
年
度
大
学
奨
学
生
の
採
用
予
約
に
つ
い
て
は
、
本
年
十
月
二
十
日
に
奨
学
生
選
考
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
本
年
九
月
三
十
日
に
締
め
切
ら
れ
た
第
一
次
募
集
に
係
る
選
考
が
行
わ
れ
、
出
願
者
百
一
名
全
員
に
つ
い
て

奨
学
生
採
用
予
約
が
決
定
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
平
成
十
一
年
度
大
学
奨
学
生
の
第
二
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
一

年
二
月
二
十
八
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
締
切
り
後
に
奨
学
生
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
も
の
と
聞
い
て
い
る
。 

総
務
庁
と
し
て
は
、
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
（
以
下
「
育
英
会
」
と
い
う
。
）
の
寄
附
行
為
に
従
い
、
本
年
十
一
月 

 
 

二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会
に
お
け
る
理
事
選
任
の
議
決
に
基
づ
き
、
理
事
の
変
更
登
記
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

総
務
庁
と
し
て
は
、
三
鬼
彰
氏
の
会
長
就
任
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
三
月
の
理
事
会
後
、
宮
崎
清
文
理
事
長
が
三
鬼
彰

氏
に
面
談
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
、
育
英
会
に
対
し
三
鬼
彰
氏
か
ら
理
事
自
体
を
辞
任
し
た
い
旨
の
連
絡
が
あ
り
、
同
年 

衆
議
院
議
員
石
井
紘
基
君
提
出
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

 

四 

七
月
の
理
事
会
で
理
事
辞
任
が
報
告
さ
れ
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
が
、
穴
吹
俊
士
専
務
理
事
が
ど
の
よ
う
に
会
長
就
任
を
依

頼
し
た
か
に
つ
い
て
は
育
英
会
内
部
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

総
務
庁
と
し
て
は
、
育
英
会
の
運
営
に
関
し
理
事
会
が
十
分
機
能
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

総
務
庁
と
し
て
は
、
宮
崎
清
文
氏
を
理
事
候
補
と
し
て
推
薦
し
、
平
成
三
年
三
月
の
評
議
員
会
で
同
氏
が
理
事
に
選
任
さ

れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
久
木
義
雄
常
任
理
事
が
使
者
に
立
ち
、
宮
崎
清
文
氏
に
就
任
依
頼
を
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
承
知
し
て
い
な
い
。 


